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ゴムの解析で間違えやすいこと

板の塑性解析

熱収縮 変形

ゴムのＦＥＭ解析 基本フロー

金具接着部

ｲﾝﾅｰ金具

金型形状

金型形状

製品形状
変形形状

変形

製品の加工工程を考慮することは、ゴム製品のみではなくすべての製品にあてはまります。

金型形状 ⇒（熱履歴）熱収縮 ⇒ 変形解析 の手順を守ることで、 ＊

解析による予測精度を格段に向上させることができます。
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ゴムの非線形剛性の発現について

ゴムの非線形性を表現する式は
ひずみエネルギー密度関数で表します。

W＝W(I１,I２,I３)

Ｉ１=λ１
２+ λ２

２ + λ３
２ ［対角線効果］

Ｉ２=λ１
２λ２

２ +λ２
２λ３

２+λ３
２λ１

２ ［面積効果］
Ｉ３=λ１

２λ２
２λ３

２＝１ ［体積効果］

１）Neo-Hookeanモデル

W=C10(I1-3) ・・・ 最も単純な材料表現

C10=E/6 の関係

ひずみエネルギー密度関数の表現式

この表現式で解析すると

低剛性は線形に近いNeo-Hook式でよく合うが、
高剛性ゴムは合い難いことが良くわかる。
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熱収縮

変形

金型形状

金型形状 製品形状

変形形状

線形解析ソフトでの
熱＋変形解析＝非線形解析

熱解析と変形解析を１度で解析
⇒非線形解析が可能

（ただし、微小変形領域に限る）

線形解析ソフトでの
熱＋変形解析＝非線形解析
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変形

熱膨張

応力・ひずみクリア
初期形状として

しかし、残念ながら
開発部門が金型図を

持たない例は多いものです。

金型形状

金型形状

製品形状

製品形状を熱膨張解析
金型形状を予測

製品形状

変形
熱収縮

製品形状 変形形状

熱膨張解析で金型形状を予測、応力・ひずみをリセットし
その後に、熱収縮～変形解析の手順を進めることで解析は全てうまくいきます。 5

１０％

荷
重

熱解析時の
反力

熱＋変形解析
時の反力

この差が変形分


